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　東京大学医科学研究所は、1892年に北里柴三郎博士により設立された大日本私
立衛生会附属伝染病研究所を前身とし、1967年に医科学研究所に改組されました。
　医科学研究所は、生命現象の真理と疾患の原理を探究し、疾患を再現し、革新的
予防法・治療法開発を目指すことを使命としています。このために、知的好奇心・
探求心に立脚した、新たな学術価値の創造に挑む研究環境を基盤としつつ、社会の
ニーズに応える複数の重点的柱をもって研究を展開し、さらにその成果を附属病院
における臨床活動に活かすべく、最先端の医科学・生命科学研究と革新的医療に取
り組んでいます。白金台キャンパス、奄美病害動物研究施設、或いは北京のアジア
感染症研究拠点には、幅広い専門性をもつ教員、職員、研究員、学内８大学院から
の大学院生など総勢1,000名以上が活動しています。まさに、東京大学の目指す「卓
越性と多様性の相互連環に基づく知の協創の世界拠点の形成」を実現し、「知のプ
ロフェッショナル」の育成と、成果の社会への還元に努めています。また、本研究所は、高い水準の基礎科学と、スー
パーコンピューターをはじめとする大型研究施設や、大学附置研究所唯一の附属病院などの実践的施設を併せ持ち、
全国共同利用・共同研究拠点として、国内外の医科学研究コミュニティーに対しても大きな貢献を続けています。
　現在、がん、感染症、免疫疾患や各種難治・希少疾患の先導的基礎研究を推進するとともに、それらの新規予防・
診断・治療法開発を目指して、ゲノム医学、再生医学、疾患モデル動物などの先駆的プロジェクト型研究を展開し、
国際的に高く評価される成果をあげています。また、附属病院ではトランスレーショナルリサーチを実践し、ベンチ
とベッドの双方向の研究により最先端医療、創薬、ワクチン開発などを目指す橋渡し研究拠点として活動しています。
　医科学研究所は、2017年に創立125周年、改組50周年を迎えます。伝統と歴史に学びながら常に進化し、21世
紀の地球社会へ貢献できる医科学・生命科学の最先端研究所として、「世界の頂点を目指す」を合言葉に、125-50
周年に向けて「IMSUT125-50/ IMSUT One to GoGo」プロジェクトを推進中です。

 所　長　　村　上　　善　則
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歴代病院長
初　　代 高　木　友　枝 Ｍ28.  9.16〜Ｍ29.  7.30 第 11 代 大　谷　杉　士 Ｓ52.  4.  1〜Ｓ56.  3.31
第 ２ 代 守　屋　伍　造 Ｍ32.  4.  5〜Ｍ34.  5.13 第 12 代 藤　井　源七郎 Ｓ56.  4.  1〜Ｓ60.  3.31
第 ３ 代 柴　山　五郎作 Ｍ34.  5.14〜Ｔ  3.  6 第 13 代 三　輪　史　郎 Ｓ60.  4.  1〜Ｓ62.  3.31
第 ４ 代 二　木　謙　三 Ｔ  3.11.  5〜Ｔ  9.12.  4 第 14 代 秋　山　暢　夫 Ｓ62.  4.  1〜Ｈ  3.  3.31
第 ５ 代 宮　川　米　次 Ｔ  9.12.  4〜Ｓ20.10.  3 第 15 代 島　田　　　馨 Ｈ  3.  4.  1〜Ｈ  6.  3.31
事務取扱 田　宮　猛　雄 Ｓ20.10.  3〜Ｓ21.  3.  9 第 16 代 浅　野　茂　隆 Ｈ  6.  4.  1〜Ｈ15.  8.31
第 ６ 代 美　甘　義　夫 Ｓ21.  3.  9〜Ｓ26.10.30 第 17 代 岩　本　愛　吉 Ｈ15.  9.  1〜Ｈ18.  8.15
第 ７ 代 北　本　　　治 Ｓ26.11.  1〜Ｓ44.  3.31 第 18 代 山　下　直　秀 Ｈ18.  8.16〜Ｈ22.  4.30
第 ８ 代 石　橋　幸　雄 Ｓ44.  4.  1〜Ｓ46.  3.31 第 19 代 今　井　浩　三 Ｈ22.  5.  1〜Ｈ26.  3.31
第 ９ 代 稲　生　綱　政 Ｓ46.  4.  1〜Ｓ49.  3.31 第 20 代 小　澤　敬　也 Ｈ26.  4.  1〜
第 10 代 真　下　啓　明 Ｓ49.  4.  1〜Ｓ52.  3.31

歴 代 所 長
初　　代 北　里　柴三郎 M25.11.30〜Ｔ  3.11.  5 第 14 代 佐　々　　　学 Ｓ47.  1.  1〜Ｓ48.  6.30
事務取扱 福　原　鐐二郎 Ｔ  3.11.  5〜Ｔ  4.  1.15 第 15 代 山　本　　　正 Ｓ48.  7.  1〜Ｓ52.  3.31
第 ２ 代 青　山　胤　通 Ｔ  4.  1.15〜Ｔ  5.  3.31 第 16 代 下　條　寛　人 Ｓ52.  4.  1〜Ｓ54.  3.31
第 ３ 代 林　　　春　雄 Ｔ  5.  4.  1〜Ｔ  8.  6.  4 第 17 代 積　田　　　亨 Ｓ54.  4.  1〜Ｓ58.  3.31
第 ４ 代 長　与　又　郎 Ｔ  8.  6.  4〜Ｓ  9.  2.  1 第 18 代 小　高　　　健 Ｓ58.  4.  1〜Ｓ62.  3.31
第 ５ 代 宮　川　米　次 Ｓ  9.  2.  1〜Ｓ15.11.20 第 19 代 豊　島　久眞男 Ｓ62.  4.  1〜Ｈ  2.  3.31
第 ６ 代 三田村　篤志郎 Ｓ15.11.20〜Ｓ19.  5.13 第 20 代 木　幡　　　陽 Ｈ  2.  4.  1〜Ｈ  4.  3.31
第 ７ 代 田　宮　猛　雄 Ｓ19.  5.13〜Ｓ24.  3.31 第 21 代 廣　澤　一　成 Ｈ  4.  4.  1〜Ｈ  8.  3.31
第 ８ 代 長谷川　秀　治 Ｓ24.  3.31〜Ｓ31.  3.15 第 22 代 吉　田　光　昭 Ｈ  8.  4.  1〜Ｈ10.  3.31
第 ９ 代 武　田　徳　晴 Ｓ31.  3.15〜Ｓ31.12.  1 第 23 代 新　井　賢　一 Ｈ10.  4.  1〜Ｈ15.  3.31
第 10 代 長　野　泰　一 Ｓ31.12.  1〜Ｓ33.12.  1 第 24 代 山　本　　　雅 Ｈ15.  4.  1〜Ｈ19.  3.31
第 11 代 工　藤　正四郎 Ｓ33.12.  1〜Ｓ40.  4.  1 第 25 代 清　木　元　治 Ｈ19.  4.  1〜Ｈ23.  3.31
第 12 代 山　本　郁　夫 Ｓ40.  4.  1〜Ｓ43.11.14 第 26 代 清　野　　　宏 Ｈ23.  4.  1〜Ｈ27.  3.31
第 13 代 佐　々　　　学 Ｓ43.11.14〜Ｓ46.  7.22 第 27 代 村　上　善　則 Ｈ27.  4.  1〜
事務取扱 常　松　之　典 Ｓ46.  7.22〜Ｓ46.12.31

役 職 員 等
所長 教授 村　上　善　則
総務系副所長 教授 武　川　睦　寛
経理系副所長 教授 川　口　　　寧
支援系副所長 教授 田　中　廣　壽
感染・免疫部門 部門長 教授 三　宅　健　介
癌・細胞増殖部門 部門長 教授 山　梨　裕　司
基礎医科学部門 部門長 教授 真　鍋　俊　也
ヒトゲノム解析センター センター長 教授 宮　野　　　悟
システム疾患モデル研究センター センター長 教授 吉　田　進　昭
先端医療研究センター センター長 教授 東　條　有　伸
幹細胞治療研究センター センター長 教授 中　内　啓　光
感染症国際研究センター センター長 教授 河　岡　義　裕
実験動物研究施設 施設長 教授 甲　斐　知惠子
奄美病害動物研究施設 施設長 教授 甲　斐　知惠子
遺伝子解析施設 施設長 教授 齋　藤　　　泉
疾患プロテオミクスラボラトリー 施設長 教授 井　上　純一郎

附属病院 病院長 教授 小　澤　敬　也
副病院長 教授 東　條　有　伸

事務部 事務部長 植　田　清　実
管理課長 浅　川　敏　秀
研究支援課長 上　原　　　功
病院課長 比田井　　　真
戦略的学術連携・
周年事業担当課長 三　上　隆　美
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明治25年 大日本私立衛生会附属伝染病研究所設立（初代所
長：北里柴三郎）

明治32年 内務省所管の国立伝染病研究所となる

明治39年 現在の港区白金台に新築移転

大正３年 文部省に移管

大正５年 東京帝国大学附置伝染病研究所となる

昭和22年 厚生省所管の国立予防衛生研究所が設置され、本
研究所職員の約半数移籍

昭和22年 東京帝国大学が東京大学に改称

昭和40年 実験動物研究施設設置

沿　　革
昭和41年 奄美病害動物研究施設設置

昭和42年 伝染病研究所を医科学研究所に改組し、研究部
18部門、附属施設３施設（病院２診療科を含む）
で発足
「感染症・がんその他の特定疾患に関する学理及
びその応用の研究」を目的とする

昭和55年 遺伝子解析施設設置

平成３年 ヒトゲノム解析センター設置

平成４年 創立100周年

平成10年 ヒト疾患モデル研究センター設置

平成11年 白金ホール竣工、大講堂改修
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平成12年 ３部門（感染・免疫部門、癌・細胞増殖部門、基
礎医科学部門）に改組
先端医療研究センター設置

平成13年 附属病院改組
近代医科学記念館開設

平成15年 総合研究棟・新病院棟竣工

平成16年 国立大学法人法（平成15年法律第112号）により、
東京大学は国立大学法人東京大学となる

平成17年 感染症国際研究センター設置

平成18年 アジア感染症研究拠点を中国北京に開設
疾患プロテオミクスラボラトリー設置

平成19年 フロンティア研究拠点開設（５年間）

平成20年 幹細胞治療研究センター設置
東大白金ひまわり保育園開設

平成21年 ヒト疾患モデル研究センターをシステム疾患モデ
ル研究センターに改組

平成22年 全国共同利用研究所として共同利用・共同研究拠
点に認定される

平成23年 国際粘膜ワクチン開発研究センター設置

平成26年 遺伝子・細胞治療センター設置

平成27年 ヘルスインテリジェンスセンター設置
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ひまわり保育園

ヒトゲノム解析センター

旧ゲノム
解析センター

外
苑
西
通
り

クレスト
ホール

西門

２号館

３号館

４号館

３号館

動物
センター

２号館
１号館

アムジェンホール

総合研究棟
附属病院A棟

附属病院B棟

附属病院C棟

白金ホール

近代医科学記念館 表門

臨床研究A棟

合同ラボ棟
研究棟（別館）

治療ベクター開発室ユニット

目黒
通り

N

裏門

１号館

総合研究棟附属病院A棟（病院棟）

ヒトゲノム解析センター

合同ラボ棟

２号館　 ３号館 ４号館

動物センター

近代医科学記念館

構内配置図・建物

敷地／建物 （単位：m2）

敷　地
建　物

建面積 延面積

白金台地区

研究所 11,811 54,213

病　院 3,366 23,257

小　計 68,907 15,177 77,470

奄 美 地 区 8,834 805 805

計 77,741 15,982 78,275

所在地
医科学研究所　　　　　　　東京都港区白金台4-6-1
奄美病害動物研究施設　　　鹿児島県大島郡瀬戸内町大字手安字須手802
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所長
教授会 

再生基礎医科学国際研究拠点寄付研究部門
RNA医科学社会連携研究部門
システム免疫学社会連携研究部門
先端的再生医療社会連携研究部門
国際先端医療社会連携研究部門
ALA先端医療学社会連携研究部門
先端ゲノム医療の基盤研究寄付研究部門

寄付研究部門・社会連携研究部門

ウイルス感染分野
感染遺伝学分野
炎症免疫学分野
ウイルス病態制御分野

感染・免疫部門

癌・細胞増殖部門 人癌病因遺伝子分野
分子発癌分野
腫瘍抑制分野
癌防御シグナル分野

研究部門

基礎医科学部門 分子細胞情報分野
神経ネットワーク分野
分子シグナル制御分野

共通施設等
動物センター
培地室
図書室
放射線管理室
ITサービス室
写真室
遺伝子組換え・微生物研究支援室
研究倫理支援室
安全衛生管理室
知的財産室
利益相反アドバイザリー室
病理コアラボラトリー
発生工学研究支援室
顕微鏡コアラボラトリー
IMSUT臨床フローサイトメトリー・ラボ

事務部
総務チーム
人事・給与チーム
財務チーム
調達契約チーム
施設チーム

管理課

研究支援課 研究推進チーム
外部資金戦略チーム
図書情報チーム

病院課 病院経営チーム
医事チーム
病院会計チーム
栄養管理室

所長オフィス
所長室
所長アドバイザー室
プロジェクトコーディネーター室
学術研究基盤支援室

技術室

ゲノムデータベース分野
DNA情報解析分野
ゲノム医科学分野
シークエンス技術開発分野
シークエンスデータ情報処理分野
機能解析イン・シリコ分野
公共政策研究分野

ヒトゲノム
解析センター

発生工学研究分野
システムズバイオロジー研究分野
自然免疫研究分野
遺伝子操作動物研究分野
生殖システム研究分野
先端分子遺伝学分野

システム疾患モデル
研究センター

分子療法分野
細胞療法分野
感染症分野
臓器細胞工学分野
臨床ゲノム腫瘍学分野
先端がん治療分野
先端医療開発推進分野
先端ゲノム医学分野
遺伝子治療開発分野

先端医療研究センター

幹細胞移植分野
幹細胞プロセシング分野
幹細胞治療分野
（ステムセルバンク）
（FACSコアラボラトリー）
幹細胞シグナル制御分野
幹細胞ダイナミクス解析分野
幹細胞セロミクス分野

幹細胞治療
研究センター

高病原性感染症系
感染制御系
（ウイルス学分野）
（細菌学分野）
病原微生物資源室

感染症国際
研究センター

国際粘膜ワクチン開発
研究センター

粘膜バリア学分野
自然免疫制御分野

実験動物研究施設

アジア感染症研究拠点

遺伝子・細胞治療センター

疾患プロテオミクスラボラトリー

遺伝子解析施設

奄美病害動物研究施設

診療運営組織
　【内科系診療部門】
　先端診療部
　感染免疫内科
　アレルギー免疫科
　血液腫瘍内科
　ゲノム診療部
　放射線科
　病理診断科
　【外科系診療部門】
　外科
　麻酔科
　関節外科
　脳腫瘍外科
　緩和医療科

診療支援組織
　医療情報部
　放射線部
　セルプロセッシング・輸血部
　手術部
　中央材料部
　検査部
　病理部
　放射線管理室
　地域医療連携室
医療安全・感染制御組織
　医療安全・感染制御センター
　　医療安全管理部
　　感染制御部
臨床研究支援組織
　TR・治験センター
　抗体・ワクチンセンター
　治療ベクター開発センター
看護部
薬剤部
エイズワクチン開発担当

附属病院

附属研究施設等

ヘルスインテリジェンス
センター

健康医療データサイエンス分野
健康医療計算科学分野

機　構　図



予　　　算

運営費� （単位：千円）

年度 H23 H24 H25 H26 H27

研究所

人件費 2,050,159 1,694,318 1,703,765 1,781,556 1,794,094

物件費 2,417,325 2,752,612 2,978,600 2,692,581 2,246,165

小　計 4,467,484 4,446,930 4,682,365 4,474,137 4,040,259

病　院

人件費 1,349,772 1,403,275 1,513,699 1,630,624 1,584,108

物件費 3,365,363 3,173,561 2,978,247 3,200,214 3,500,999

小　計 4,715,135 4,576,836 4,491,946 4,830,838 5,085,107

計 9,182,619 9,023,766 9,174,311 9,304,975 9,125,366

外部資金��   � （単位：千円）

年度 H23 H24 H25 H26 H27

研究費補助金（個人） 1,793,186 2,310,455 1,794,680 1,376,243 625,717

研究費補助金（機関） 760,537 871,675 512,793 1,146,106 859,890

受託研究費 1,456,343 1,674,799 3,921,298 4,182,688 3,393,817

共同研究費 436,106 376,031 544,202 440,063 418,097

寄 付 金 229,659 171,635 243,276 213,002 219,366

計 4,675,831 5,404,595 7,016,249 7,358,102 5,516,887

病　　　院

病床数：135床

患者数 

年度 H23 H24 H25 H26 H27

内　科
外　来 23,860 24,994 25,273 23,448 24,176

入　院 19,931 19,049 20,035 19,514 16,874

外　科
外　来 4,782 4,375 4,529 5,953 6,248

入　院 8,172 7,258 9,215 9,723 8,551

放射線科 外　来 291 187 282 275 230

合　計 57,036 55,863 59,334 58,913 56,079

病院収入　���� （単位：千円）

年度 H23 H24 H25 H26 H27

外　来 1,567,227 1,651,796 1,631,877 1,735,990 1,922,984

入　院 2,095,493 1,893,437 1,735,177 2,059,800 1,965,946

合　計 3,662,720 3,545,233 3,367,054 3,795,790 3,888,930

研究・教育プロジェクト
H28年度進行中

プロジェクト名 医科学研究所代表者
橋渡し研究加速ネットワークプログラム 「先端医療の開発を加速する支援拠点形成と実践」 附属病院長　小澤敬也

感染症研究国際展開戦略プログラム「中国拠点を連携中心とした新興・再興感染症制御に向けた基盤研究」 教授　川口　寧

オーダーメイド医療の実現プログラム「バイオバンクの構築と臨床情報データベース化」 教授　村上善則

研究・教育プロジェクト（概算要求分）

プロジェクト名 計画期間
革新的抗体・ワクチン臨床試験実施のための First in Man （FIM） 専門職連携・人材育成事業 H25～29年度（5年間）

革新的医療と疾患予防を目指す国際ゲノム医科学研究機構形成 H27～31年度（5年間）

国際的な粘膜ワクチンの戦略的な開発研究の推進 H28～32年度（5年間）

基礎・応用医科学の推進と先端医療の実現を目指した医科学共同研究事業 H28～33年度（6年間）

感染症制御に向けた研究・人材育成の連携基盤の確立 H28～33年度（6年間）

国際学術交流協定

国名等 相手機関 種別 締結年月日

中国 中国科学院 全学協定 2005年4月29日

フランス パスツール研究所 部局協定 2006年4月18日

中国 中山大学 全学協定 2011年11月15日

バーレーン王国 アラビア湾岸諸国立大学 部局協定 2013年7月14日

韓国 順天卿大学 部局協定 2013年9月26日

アメリカ合衆国 シカゴ大学医学部 部局協定 2014年6月4日

ベトナム ベトナム国家大学ホーチミン市校医学部 部局協定 2015年3月23日
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職　員 （平成28年7月1日現在）
研究所 病　院 計

教授 27 2 29

准教授 18 6 24

講師 5 6 11

助教 44 15 59

助手 1 0 1

事務職員 50 ＊0(12) 50

技術系職員 38 ＊111 (3) 149

計 183 ＊140 (15) 323

特定有期雇用職員  
研究所 病　院 計

特任教授 5 0 5

特任准教授 12 1 13

特任講師 6 4 10

特任助教 11 1 12

特任研究員 49 4 53

学術支援専門職員 44 11 55

学術支援職員 14 6 20

特任専門職員 0 0 0

医療系（有期雇用） 0 8 8

看護系（有期雇用） 0 9 9

計 141 44 185

（特定）短時間有期雇用職員  
研究所 病　院 計

特任教授 3 1 4

特任准教授 1 0 1

特任講師 0 0 0

特任助教 1 1 2

特任研究員 14 0 14

学術支援専門職員 21 5 26

学術支援職員 23 5 28

特任専門員 0 2 2

事務補佐員 23 ＊11 (2) 34

技術補佐員 30 5 35

教務補佐員 2 0 2

技能補佐員 6 9 15

医員 0 9 9

専門研修医 0 5 5

医療技術補佐員 1 4 5

看護技術補佐員 0 3 3

計 125 ＊60 (2) 185

職員総計 449 ＊ 244 (17) 693

＊ (　) 内は病院課勤務の職員で研究所職員数に含まれる

東京大学特別研究員
研究所 病　院 計

日本学術振興会特別研究員（PD）等 3 1 4

日本学術振興会外国人特別研究員 0 0 0

計 3 1 4

大学院生
研究科 修　士 博　士 計

医学系 1 56 57

理学系 3 7 10

薬学系 0 1 1

情報理工学系 4 1 5

新領域創成科学 61 64 125

学際情報学府 3 2 5

工学系 14 13 27

計 86 144 230

研究生
修　士 博　士 計

大学院特別研究学生 - - 11

大学院外国人研究生 - - 1

医科学研究所研究生 0 4 4

計 16

構　成　員
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　本研究部門では、インフルエンザやヘルペスウイルスによる感染の分子基盤、感染症の病態解明、病原体を認識す
るセンサーの分子機構、感染防御機構、特に粘膜組織における免疫機構の解明を行ない、ワクチン開発などを通して、
感染症や自己免疫疾患の制御ならびに予防に応用することを目指してい
る。現在は「ウイルス感染」「感染遺伝学」「炎症免疫学」「ウイルス病態
制御」の４分野から構成されている。これらの研究グループでは病原体と
宿主の一方にのみ片寄ることなく、分子、細胞から個体レベルまでを包含
した幅広い研究を展開していることが特徴である。また本研究部門では、
国内外の大学および国公立研究機関と積極的な共同研究を行ない多くの学
術的成果をあげてきたが、一方でそれらの知見を感染症や免疫病の予防や
治療へ応用するための新技術あるいは創薬の開発を目指して、医科研・附
属病院、感染症国際研究センター、国際粘膜ワクチン開発研究センターは
もとより、医薬品関連企業等との共同研究も積極的に推進している。近年
の新興・再興感染症の出現により感染免疫についての研究の重要性が再認
識されている。こうした分野の研究者は我が国ではまだ少ない。そこで本
研究部門は、感染・免疫学の我が国の中核として研究交流活動を推進する
とともに、次世代の優秀な研究・教育者を育成することも重要な使命の一
つとしている。

感染・免疫部門�

⃝ウイルス感染分野	
教授	 獣医学博士	 河岡　義裕
特任教授	 薬学博士	 山下　誠　
客員教授	 獣医学博士	 野田　岳志
准教授	 獣医学博士	 今井　正樹
特任准教授	 医学博士	 福山　聡　
特任准教授	 獣医学博士　　　渡邉　登喜子
特任准教授	 医学博士	 山吉　誠也

⃝感染遺伝学分野
教授	 医学博士	 三宅　健介

⃝炎症免疫学分野	
教授	 医学博士	 清野　宏　

⃝ウイルス病態制御分野
教授	 獣医学博士	 川口　寧　

⃝人癌病因遺伝子分野	
教授	 医学博士	　　　　村上　善則	
客員教授	 理学博士	 越川　直彦	
客員准教授	 医学博士	 松原　大祐

⃝分子発癌分野	
教授	 薬学博士　　　　井上　純一郎

准教授	 薬学博士	 秋山　泰身
⃝腫瘍抑制分野

教授	 理学博士	 山梨　裕司
⃝癌防御シグナル分野

教授	 医学博士	 中西　真　

癌・細胞増殖部門

　癌・細胞増殖部門では、細胞の増殖、分化、運動、接着やその他の機能発現を制御する細胞内外のシグナル伝達機構
を解析し、細胞の癌化や浸潤、転移における病的な変化の解明を通じて微小環境とのやりとりを含めた癌の本質を探求し
ている。その為に、従来の分子細胞生物学的な解析や病理学的な解析、さらにはマウス遺伝学に加えてプロテオミクス、
分子イメーシジング、構造生物学、物理化学、数理科学などの学際的手法を積極的に取り込み、その成果を基盤とするト
ランスレーショナルリサーチの推進を目指している。当該部門の各分野においては、以下の具体的な研究が進められてい
る。１）人癌病因遺伝子分野：細胞接着異常による癌進展機構の解明と診断・治療への応用及び肺癌、胆道癌、ATLな
どの分子病理学的研究、ゲノム、エピゲノム解析、２）分子発癌分野：細胞
機能の制御に必須の転写因子NF-κBの活性制御機構とその癌化および他の
疾病における役割に関する研究、３）腫瘍抑制分野：多様な細胞機能を制御
するシグナル伝達機構と癌などの難治性疾患におけるその破綻に関する研究
と疾患モデル動物の病態生理学的な解析、４）癌防御シグナル分野：個体に
おける発がん防御機構の解明と、これらを標的とした革新的ながん治療法・
予防法の開発。エピゲノム異常の発がん初期過程における役割の解明。なお、
これらの研究活動に加え、部門主催のセミナーを積極的に開催することで様々
な研究交流を促進し、また、大学院生、若手研究者による英語研究発表会の
継続的な開催を通じて若手の育成を推進している。

部門長：三宅　健介

部門長：山梨　裕司

図　�感染免疫部門の構成を示す。病原体と宿
主の関係を主に病原体側から解析する分
野と宿主側から解析する分野からなる。
分野として、病原体と宿主の関係を解明
するとともに、ワクチン開発など、感染
症および関連疾患の新規治療法の開発を
目指す。
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⃝分子細胞情報分野
准教授	 薬学博士	 舘林　和夫	

⃝神経ネットワーク分野
教授	 医学博士	 真鍋　俊也

⃝分子シグナル制御分野	
教授	 医学博士	 武川　睦寛	

　基礎医科学部門は、医科学の発展に貢献するため、他研究部門との連携をはかりつつ、研究領域を越えた自由かつ
オリジナルな基礎生命科学研究を展開している。現在は、分子細胞情報分野、神経ネットワーク分野、分子シグナル
制御分野の３分野より構成されている。具体的な研究テーマとして以下の
ようなものが挙げられる。
（１）�分子細胞情報分野では、ほ乳類や酵母細胞におけるストレス適応応

答を制御するシグナル伝達機構の解明を中心に研究している。また、
細胞内シグナル伝達の可視化による１細胞レベルでのシグナル伝達
動態の解明をめざしている。

（２）�神経ネットワーク分野では、中枢神経系のシナプスに局在する神経
伝達物質受容体、イオンチャネル、シグナル伝達分子、細胞接着分
子、神経伝達物質放出関連分子などに焦点を当て、生化学・分子生
物学、電気生理学や行動学などの手法を用いて、分子レベルから細
胞・ネットワークレベル、および、個体レベルでの学際的研究を進
め、情動や記憶・学習などの高次脳機能の分子機構や精神神経疾患
の基盤機構の解明をめざしている。

（３）�分子シグナル制御分野では、がんや自己免疫疾患などの病因・病態
に関与する細胞内シグナル伝達ネットワーク、特に「MAPキナーゼ・
カスケード」や「ストレス顆粒」の制御機構と生理機能を分子レベ
ル・個体レベルで解明すると共に、シグナル伝達分子をターゲット
とした分子標的薬剤を開発して、疾患治療に役立てる事を目標に研
究を進めている。

基礎医科学部門 部門長：真鍋　俊也

図1.マウスの脳より作製した海馬スライス標本

図2. �ヒ素刺激による細胞質内ストレス顆粒形
成の誘導

•••••••••••••••••••••••••••

（左）伝染病研究所所長　北里博士　1910年９月（明治43年）�撮影
　　 写真は東京大学医科学研究所近代医科学記念館所蔵

（右）旧附属病院玄関ステンドグラス「生命の水」
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⃝ゲノムデータベース分野
教授（兼務）	 理学博士	 宮野　悟　

⃝ＤＮＡ情報解析分野
教授	 理学博士	 宮野　悟　
准教授	 理学博士	 山口　類　	
特任講師	 情報学博士	 玉田　嘉紀

⃝ゲノム医科学分野
教授	 医学博士	 柴田　龍弘	

⃝シークエンス技術開発分野
教授（兼務）	 理学博士	 宮野　悟　
教授（兼務）	 医学博士	 村上　善則

⃝シークエンスデータ情報処理分野
教授（兼務）	 理学博士	 宮野　悟　
准教授	 理学博士	 渋谷　哲朗

⃝機能解析イン・シリコ分野
教授	 理学博士	 中井　謙太
講師	 理学博士	　　　　パティル	アッシュウィニ	アジェイ
特任講師	 工学博士	 朴　聖俊　

⃝公共政策研究分野
教授	 保健学博士	 武藤　香織	
准教授	 社会医学博士	 井上　悠輔

⃝発生工学研究分野	
教授	 医学博士	 吉田　進昭
講師	 獣医学博士	 市瀬　広武

⃝システムズバイオロジー研究分野
准教授	 農学博士	 　中江　進　	

⃝自然免疫研究分野	
教授（兼務）	 医学博士	 三宅　健介

⃝遺伝子操作動物研究分野
教授（委嘱）	 理学博士	 荒木　喜美

⃝生殖システム研究分野
教授（委嘱）	 薬学博士	 伊川　正人

⃝先端分子遺伝学分野
客員教授	 医学博士	 遊佐　宏介

　パーソナルゲノム時代が本格化し、ゲノム情報と医療情報に基づいた個別化ゲノム医療の推進し、疾病の診断、予
防、治療法の開発などを通し人間社会に大きく貢献することを目的とする。このために、医学・生命科学研究に最適
化したスーパーコンピュータを活用し、次の事業を行っている。
（１）�個別化ゲノム医療のための次世代ゲノム医学研究の推進
　　 �超高速シークエンサー技術等を駆使して、個人個人のゲノム情報・エピゲノム・トランスクリプトーム・プロ

テオーム・メタボロームなどの違いと、がんや成人病等の病気、薬、環境因子との繋がりを解明し、それを診断、
予防、治療へと翻訳する最先端研究の実施。

（２）�個別化ゲノム医療のためのメディカルインフォマティクスの研究
　　 �ゲノム情報等と医療情報を整理・解析・解釈し、個別化医療に翻訳するメディカルインフォマティクスの研究

を展開する。スパコンを活用し、ヒト大規模ゲノム関連データベース、副作用情報データベース、大規模生命・
医療データ解析技術、ソフトウェア等の情報基盤技術を整備。

（３）�倫理的・法的・社会的問題の研究による公共政策研究�
　　 �生命科学・医学研究を進めるに当たっての社会との接点で生じる様々な問題の研究。個別化ゲノム医療や先端

医療の推進には、市民の理解、個人ゲノム情報等の利活用最大化に関する社会的合意形成が不可欠。そこで、
実証・比較政策研究により、個人遺伝情報の誤用や悪用の防止、病名告知や医療者と患者の意思決定過程の共有、
自身のゲノムや診療情報へのアクセス権、適切な価格のヘルスケア等に関する研究・政策提言を行う。

　研究センターの目的は、個体レベルでの遺伝子解析と、現代の医科学研究に欠かせないヒト疾患モデルを開発、解
析し、病気の治療に役立てる前臨床試験を可能にすることである。また、新たな遺伝子操作、胚操作法を開発、実施
することによって、医科学研究所における動物実験システムを、ゲノム医科学からゲノム医療の開発につなげる科学
的実証的なシステムにすることを目的とする。
　ゲノムプロジェクトにより、遺伝子の全容が解明されたが、遺伝子の機
能解析やそのネットワーク、また、ヒトDNAの大部分を占める非翻訳領
域の機能や疾患関連性など、解明すべき点は多く存在する。センターは医
科研内外の研究機関への研究支援業務を行いつつ、IMKCやIMPCと連携
してその解明に関わっていく。またCRISPR/Casシステムを用いたゲノム
編集法を利用し、より迅速に、効率的な個体レベルでの遺伝子改変動物作
製を展開していく。
　遺伝子工学、発生工学技術の進展により、個体レベルで遺伝子の改変を
自由に行うことが可能となり、ヒト遺伝子の導入や疾患に関連した変異の導
入、遺伝子の過剰発現や不活性化を時期、組織特異的に自在にコントロール
することも可能になってきた。発生工学は幹細胞生物学、再生医学との連携
など、研究境界領域をますます拡大してきており、研究センターの役割はま
すます重要になって来ている。

ヒトゲノム解析センター センター長：宮野　悟

システム疾患モデル研究センター センター長：吉田　進昭
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　人工臓器や移植に代わる21世紀の医療として、あるいは癌治療の新し
い治療戦略として幹細胞研究が注目されている。本センターは幹細胞治療
分野、幹細胞プロセシング分野、幹細胞移植分野、幹細胞シグナル分野、
幹細胞ダイナミクス解析分野、幹細胞セロミクス分野の６分野よりなり、
再生医療研究の核として学内にある知的・人的資源を集約し、先導的な知
識・技術を有機的に結びつけ、基礎から臨床まで一貫した研究体制を構築
することによって我が国における再生医療実現を目指す。支援組織として
FACSコアラボラトリー、ステムセルバンクがある。

⃝分子療法分野
教授	 医学博士	 東條　有伸
准教授	 医学博士	 高橋　聡　

⃝細胞療法分野
教授	 医学博士	 北村　俊雄
准教授	 医学博士	 合山　進　

⃝感染症分野
教授	 医学博士	 四柳　宏　

⃝臓器細胞工学分野
教授	 医学博士	 田原　秀晃
講師	 医学博士	 内田　宏昭

⃝臨床ゲノム腫瘍学分野
教授	 医学博士	 古川　洋一
准教授	 医学博士	 池上　恒雄

特任講師	 薬学博士	　　　　山口　貴世志
⃝先端がん治療分野

教授	 医学博士	 藤堂　具紀
准教授	 医学博士	 稲生　靖　
特任准教授	 医学博士	 田中　実　
講師	 医学博士	 百田　洋之

⃝先端医療開発推進分野
教授	 医学博士	 長村　文孝

⃝先端ゲノム医学分野
准教授	 医学博士	 加藤　直也
講師（兼務）	 医学博士	 松原　康朗

⃝遺伝子治療開発分野
教授	 医学博士	 小澤　敬也
講師	 医学博士	 永井　純正

⃝幹細胞移植分野
教授（兼務）	 医学博士	 東條　有伸
准教授（兼務）	 医学博士	 高橋　聡　

⃝幹細胞プロセシング分野
准教授（兼務）	 医学博士	 大津　真　

⃝幹細胞治療分野
教授	 医学博士	 中内　啓光
特任准教授	 医学博士	 山口　智之
客員准教授	 医学博士	 服部　浩一

（ステムセルバンク）
（FACSコアラボラトリー）

准教授	 医学博士	 大津　真　
⃝幹細胞シグナル制御分野

教授（兼務）	 医学博士	 北村　俊雄
⃝幹細胞ダイナミクス解析分野

准教授	 医学博士	　　　　ハイジッヒ　ベア―テ
⃝幹細胞セロミクス分野

特任准教授	 医学博士	 渡会　浩志

　本センターは、附属病院における診療への橋渡し的立場となる臨床系の
研究分野の集合体である。その使命は、悪性腫瘍、感染症、免疫疾患など
各疾患領域の問題点を解明して次世代の治療法に結実させる、ベッドとベ
ンチを双方向に結んだ臨床医科学と橋渡し研究（TR）の実践である。そ
のため各研究分野は相互に連携するだけでなく、所内の他の部門・センター
や所外の研究者と幅広く密接な連携を取っている。本センターは、造血器
腫瘍を主な研究対象とする分子療法分野・細胞療法分野、HIV感染症を中
心とする感染症の専門家からなる感染症分野、消化器がんを研究領域とす
る臓器細胞工学分野・臨床ゲノム腫瘍、脳腫瘍外科領域のTRを実施する
先端がん医療分野とTRを支援するレギュラトリーサイエンス担当の先端
医療開発推進分野、ゲノム情報を元にウイルス肝炎の病態を解析する先端
ゲノム医学、遺伝子治療の臨床開発に取り組む遺伝子治療開発分野の9分
野から構成される。スタッフの多くが医師であり、研究所病院の診療業務
を支援しつつ研究を行うphysician�scientistの集団である。

先端医療研究センター センター長：東條　有伸

幹細胞治療研究センター センター長：中内　啓光																	

医科学研究所における先端医療研
究センターの位置づけ

試験管内での増殖には限界

感染症、抗がん治療

試験管内で無限に増殖
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　新興・再興感染症対策には、新規ワクチン・薬剤開発だけでなく、基礎
研究の継続的な推進や若手研究者の人材育成が欠かせない。このような背
景から、平成17年に東京大学医科学研究所と大阪大学微生物病研究所が共
同で、感染症国際研究センターを設置した。本センターは、二つの研究部
門（高病原性感染症研究部門・感染制御部門）と病原微生物資源室から構
成され、種々の病原体に関する基礎研究、新規ワクチンならびに抗ウイル
ス薬開発、若手感染症研究者の人材育成の拠点となることを目指している。

⃝高病原性感染症系
教授（兼務）	 農学博士　　　　甲斐　知恵子
教授（兼務）	 獣医学博士	 河岡　義裕	

⃝感染制御系
教授（兼務）	 獣医学博士	 川口　寧　

（ウイルス学分野）
准教授	 工学博士	 一戸　猛志	

（細菌学分野）
准教授	 医学博士	 三室　仁美

⃝病原微生物資源室
准教授（兼務）	 医学博士	 三室　仁美

教授（兼務）	 医学博士	 清野　宏　
特任教授	 医学博士	 植松　智　
客員教授	 薬学博士	 長谷　耕二
客員教授	 薬学博士	 国澤　純　

特任准教授	 医学博士	 後藤　義幸
客員准教授	 医学博士　　　　佐藤　慎太郎
客員准教授	 農学博士	 野地　智法

　新型インフルエンザ、エイズ、ヘルペス、腸管下痢症や口蹄疫に代表さ
れる新興・再興感染症に対するワクチン開発は世界的重要課題の一つであ
る。同様に、花粉症や食物アレルギーといったアレルギー疾患や癌も先進
国を中心に深刻な問題となっている。当センターでは粘膜免疫学を基盤と
した粘膜ワクチンに関する基礎研究および医療応用を推進することで、新
学術領域としての「粘膜ワクチン学」を創成し、当研究領域において次世
代を担う研究者育成の拠点形成を進める。さらに、バイオインフォマティ
クスを用いて、腸内微生物の解析を網羅的に進め、上皮・間葉系バリアー
／免疫機構／腸内微生物からなる「腸管エコシステムの全貌」の解明を目
指す。

教授（兼務）	 薬学博士　　　　井上　純一郎
教授（兼務）	 工学博士	 津本　浩平

特任教授	 	 田中　耕一
准教授	 医学博士	 　　尾山　大明

　タンパク質は生命現象の重要な担い手であり、がん、感染症等の病態の
多くはタンパク質の機能異常が直接の原因となっている。当ラボラトリー
では、最先端の抗体工学、化合物スクリーニング、質量分析、電子顕微鏡
技術を駆使し、疾患関連タンパク質が織り成す相互作用ネットワークに関
して分子レベルでの構造生物学・物理化学的な理論解析から細胞レベルで
のプロテオミクス・情報科学的なシステム解析に至るまで統合的な開発研
究を行っている。また、これらの先端技術を研究所内外の研究者に提供し、
疾患プロテオミクス研究支援を幅広く展開している。

感染症国際研究センター センター長：河岡　義裕

疾患プロテオミクスラボラトリー 施設長：井上　純一郎

国際粘膜ワクチン開発研究センター センター長：清野　宏

写真：ｴﾎﾞﾗｳｲﾙｽVP40ﾀﾝﾊﾟｸ質を発現するﾋﾄ由来細胞株。
HeLa細胞をEGFP融合VP40ﾀﾝﾊﾟｸ質を発現するﾌﾟﾗｽﾐﾄﾞ
でﾄﾗﾝｽﾌｪｸｼｮﾝした。24時間後に細胞を共焦点顕微鏡で観
察した。

図1.  疾患プロテオミクス研究におけるタンパク質
相互作用ネットワーク解析
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教授	  農学博士	 甲斐　知恵子 准教授	  農学博士	 米田　美佐子

　当研究室は、一本鎖マイナス鎖RNAウイルス感染症の病原性発現機構
および種特異性決定機構を解明し、難治性ウイルス感染症の予防・治療法
の開発や新興ウイルス感染症流行の防御に資することを目標とする。また、
組換えウイルス作出技術（リバースジェネティクス）を樹立し、ウイルス
ベクターを用いた新型ワクチンや治療薬の開発を行うことで、ウイルス感
染症の征圧を目指している。さらに基礎研究によって得られたウイルスベ
クターの腫瘍溶解能を生かし、組換えウイルスによる癌治療法の開発も
行っている。

教授（兼務）	  農学博士	 甲斐　知恵子

　当施設は昭和40年に奄美大島に設置され、熱帯風土病や医動物学的研
究が行われてきた。近年は、感染症、再生医学、実験動物学に貢献するこ
と目標に、霊長類を用いて以下の研究を行っている。①病原体の病原性解
析やワクチン開発。②間葉系幹細胞に性質が似ている脱分化脂肪細胞
（DFAT cells）を使った創傷治癒等の組織再生研究。③生殖補助医療に
関する研究。④時間生物学の研究。⑤奄美大島に生息するハブの毒につい
て分子生物学的、免疫学的手法を駆使した新規咬傷治療法の研究。

奄美病害動物研究施設 施設長：甲斐　知恵子

教授	  医学博士	 齋藤　泉　

遺伝子解析施設

　当研究室では、CRISPR/Cas9系のguide RNA発現ユニットを多重（例：
４個または８個）連結したプラズミドを安定に作製できる方法（多重連結
法：特許出願済）を開発した。さらにこの方法を用いて、異なるguide 
RNAを多数同時に発現するアデノウイルスベクターを開発しており、高
効率のin vitroおよびin vivoでのノックアウト・ノックイン技術の開発をめ
ざして、その応用研究（遺伝病治療、あるいはＢ型肝炎ウイルスゲノムを
複数箇所で切断し破壊する遺伝子治療研究）を共同研究ベースで行ってい
る。

施設長：齋藤　泉

実験動物研究施設 施設長：甲斐　知恵子

図1.  リバースジェネティ
クスによる組換えウ
イルスの作出

図2.  組換え麻疹ウイ
ルスによる抗腫
瘍活性の評価

図1.  （a）ハブ、（b）リスザル、（c）DFAT cells

guide発現ユニット多重連結法の応用
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⃝健康医療データサイエンス分野
教授	 数理学博士	 　井元　清哉

⃝健康医療計算科学分野
教授（兼務）	 理学博士	 宮野　悟　

ヘルスインテリジェンスセンター

　現在、1000ドル程度のコストで個々人の全ゲノム配列が得られるよう
になった。このコストは数年後には100ドルを切り、誰もが自身の全ゲノ
ム情報を知ることが出来るようになるであろう。我々は、全ゲノム、トラ
ンスクリプトーム、エピゲノム、腸内微生物メタゲノムのゲノム関連ビッ
グデータをレセプト情報・特定健診等の情報など時間軸を有する健康・医
療ビッグデータと合わせ、スーパーコンピュータで解析することにより
個々人の疾患の予知・予防、並びに健康の維持に繋げるための統計科学的
なデータ解析技術の開発に取り組んでいる。

　教授（兼務）	 　獣医学博士	 川口　寧　
　教授（兼務）	 　獣医学博士	 河岡　義裕
　教授（兼務）	 　薬学博士	　　　井上　純一郎
　特任教授	 　医学博士	 松田　善衛
　特任教授	 　人類学博士	 林　光江　

　客員教授	 　理学博士	 吉池　邦人
　特任准教授	 　医学博士	 石田　尚臣
　特任准教授	 　医学博士	 山吉　誠也
　特任講師	 　薬学博士	 合田　仁　

アジア感染症研究拠点

　アジア感染症研究拠点は、中国拠点と医科研内関連グループの総称で、
中国科学院生物物理研究所および微生物研究所（北京）、中国農業科学院
ハルビン獣医研究所（ハルビン）と連携している。2015年からは日本医
療研究開発機構（AMED）のサポートを受け、薬剤耐性菌の研究を行う国
立感染症研究所の研究グループがプロジェクトに加わった。北京拠点では
HIV、MERSコロナウイルス、デングウイルスを対象とした研究（膜融合、
潜伏感染）を主とし、医科研内拠点グループと共同で創薬基盤研究を実施
している。ハルビン副拠点ではインフルエンザウイルスの研究（病原性、
分子進化、診断キットの開発）を医科研と連携して進めている。

拠点長：川口　寧

図. 分割レポーター蛋白質（DSP）による膜融合測定
　 ﾃﾞｭｱﾙｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾛﾃｲﾝ（DSP）は分割ﾚﾆﾗﾙｼﾌｪﾗｰｾ（゙RL）と分割

GFPを含み、膜融合をRLとGFP活性で定量的に測定出来る。

教授（兼務）	 医学博士	 小澤　敬也
教授（兼務）	 医学博士	 藤堂　具紀
教授（兼務）	 医学博士	 東條　有伸
教授（兼務）	 医学博士	 北村　俊雄
教授（兼務）	 医学博士	 田原　秀晃
教授（兼務）	 医学博士	 長村　文孝
教授（兼務）	 医学博士	 齋藤　泉　

特任教授	 医学博士	 村松　慎一
特任教授（兼務）	 医学博士	 谷　憲三朗
准教授（兼務）	 医学博士	 高橋　聡　
准教授（兼務）	 医学博士	 大津　真　
准教授（兼務）	 医学博士	　　　　長村　登紀子
講師（兼務）	 医学博士	 永井　純正

　医科研附属病院は、我が国の遺伝子治療や造血幹細胞移植をリードして
きた実績があり、この方向の臨床開発をさらに強化するため、平成26年
度に遺伝子・細胞治療センター（CGCT）を設置した。特に、難治性のが
んや慢性疾患を対象とした遺伝子治療／細胞治療の開発に取り組む。具体
的には、腫瘍溶解性ウイルス療法、遺伝子操作Ｔリンパ球療法、AAVベ
クターを用いた神経系疾患に対する遺伝子治療、移植後ウイルス感染症に
対するＴリンパ球療法、間葉系（幹）細胞を用いた細胞治療などの開発研
究を行う。

遺伝子・細胞治療センター センター長：小澤　敬也
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⃝病院長
	 　医学博士	 小澤　敬也
（病院長室）
客員教授	 　医学博士	　　　鎭西　美栄子
客員准教授	 　医学博士	 立川　愛　

⃝副病院長
	 　医学博士	 東條　有伸

⃝先端診療部
教授	 　医学博士	 山下　直秀
特任教授（兼務）	　医学博士	 谷　憲三朗
客員教授	 　医学博士	 各務　秀明
准教授（兼務）	 　医学博士	 加藤　直也
講師	 　医学博士	 松原　康朗
病院講師（兼務）	　医学博士	 磯尾　直之

⃝感染免疫内科
教授（兼務）	 　医学博士	 四柳　宏　
講師	 　医学博士	 鯉渕　智彦

⃝アレルギー免疫科		 	
教授（兼務）	 　医学博士	 田中　廣壽
准教授	 　医学博士	 細野　治　
特任講師（兼務）	　工学博士	 清水　宣明
病院講師	 　医学博士	 吉川　賢忠

⃝血液腫瘍内科
教授（兼務）	 　医学博士	 東條　有伸
准教授（兼務）	 　医学博士	 髙橋　聡　
准教授	 　医学博士	 今井　陽一
病院講師	 	 大野　伸広

⃝ゲノム診療部
教授（兼務）	 　医学博士	 古川　洋一

⃝放射線科
准教授	 　医学博士	 桐生　茂　
講師	 　医学博士	 赤井　宏行

⃝病理診断科
講師	 　医学博士	 大田　泰徳

⃝外科	 	 	
准教授	 　医学博士	 篠崎　大　
教授（兼務）	 　医学博士	 田原　秀晃
講師	 　医学博士　　　釣田　義一郎

⃝麻酔科	 	 	
准教授	 　医学博士	 折井　亮　

⃝関節外科
講師	 　医学博士	 竹谷　英之

⃝脳腫瘍外科
教授（兼務）	 　医学博士	 藤堂　具紀
准教授（兼務）	 　医学博士	 稲生　靖　
特任准教授（兼務）医学博士	 田中　実　
講師（兼務）	 　医学博士	 百田　洋之

⃝緩和医療科
教授（兼務）	 　医学博士	 東條　有伸
特任講師	 　医学博士	 岩瀬　哲　

⃝医療情報部
准教授（兼務）	 　医学博士	 桐生　茂　
講師（兼務）	 　医学博士	 赤井　宏行

⃝放射線部	 	 	
准教授（兼務）	 　医学博士	 桐生　茂　

⃝セルプロセッシング・輸血部
教授（兼務）	 　医学博士	 東條　有伸
准教授	 　医学博士　　　長村　登紀子

⃝手術部
教授（兼務）	 　医学博士	 藤堂　具紀
特任准教授（兼務）医学博士	 田中　実　

⃝中央材料部
教授（兼務）	 　医学博士	 藤堂　具紀
特任准教授（兼務）医学博士	 田中　実　

⃝検査部	 	 	
病院講師	 　医学博士	 磯尾　直之

⃝病理部
講師（兼務）	 　医学博士	 大田　泰徳

⃝放射線管理室
准教授（兼務）	 　医学博士	 桐生　茂　

⃝地域医療連携室
教授（兼務）	 　医学博士	 東條　有伸

⃝医療安全・感染制御センター
教授（兼務）	 　医学博士	 東條　有伸

　医療安全管理部
准教授（兼務）	 　医学博士	 細野　治　

　感染制御部
講師（兼務）	 　医学博士	 鯉渕　智彦

⃝TR・治験センター	 	 	
教授（兼務）	 　医学博士	 長村　文孝
特任准教授（兼務）医学博士	 安井　寛　
講師（兼務）	 　医学博士	 永井　純正
特任講師	 　医学博士	 野島　正寛

⃝抗体・ワクチンセンター
教授	 　医学博士	 田中　廣壽
特任教授	 　医学博士　　　醍醐　弥太郎
准教授（兼務）	 　医学博士	 細野　治　
特任准教授	 　医学博士	 谷口　博昭
特任准教授（兼務）医学博士	 安井　寛　
特任講師	 　医学博士	 高野　淳　
特任講師	 　工学博士	 清水　宣明
病院講師（兼務）	　医学博士	 吉川　賢忠

⃝治療ベクター開発センター
教授（兼務）	 　医学博士	 藤堂　具紀
准教授（兼務）	 　医学博士	 稲生　靖　

⃝看護部	
看護部長	 　保健学博士	 小林　康司

⃝薬剤部
薬剤部長	 	 黒川　陽介

⃝エイズワクチン開発担当
教授（委嘱）	 　医学博士	 俣野　哲朗

附属病院

　2004年４月より国立大学が法人化し、ほとんどの大学病院は国立大学法人直属もしくは医学部附属となった。医科学研究所
附属病院（医科研病院）は、全国で唯一の国立大学法人附置研究所附属病院である。８階建ての病院棟には、135床の入院病床
（７階は６床の完全無菌病室を備えた無菌病棟）と外来、最新鋭の医療機器や手術室等が配備されている。現在は血液腫瘍、固
形癌、感染症、自己免疫疾患等、医科学研究所の設置目的に合致した疾患を主要対象（プロジェクト）疾患とし、最先端の診療
を基礎に先端医療研究センターと一体となって各疾患の病態研究や、臍帯血移植を中心とした造血幹細胞移植、固形癌に対する
ワクチン療法などの橋渡し研究（トランスレーショナル・リサーチ、TR）を推進している。医科研病院の組織は（1）診療運営
組織、（2）診療支援組織、（3）医療安全・感染制御組織、（4）臨床研究支援組織の４つの機能的な運用組織を、看護部、薬剤部、
事務部が包括的に支える構成となっている。診療運営組織は、病院の総力をもって最先端かつ全人的な診療に当たる体制とし、
その中に内科系及び外科系の専門診療グループを形成している。診療支援組織は医療情報部、放射線部、セルプロセッシング・
輸血部、手術部、中央材料部、検査部、病理部、放射線管理室、地域医療連携室から構成され、小回りの効く形で病院の診療
を支えながら、それぞれの部門で切磋琢磨している。2014年に新たに組織された医療安全・感染制御センターは、医療事故の
防止や院内感染対策など実臨床における安全管理にあたっている。臨床研究支援組織には、TR・治験センター、抗体・ワクチ
ンセンター、治療ベクター開発センターがあり、医科研病院のミッションである橋渡し研究や早期臨床試験の立ち上げと円滑な
遂行を支援すると共にその安全性や倫理性の確認等において重要な役割を担っている。
　医科研病院は、３つの主要研究部門をはじめ、ヒトゲノム解析センター、システム疾患モデル研究センター、幹細胞治療研
究センターなどの所内の基礎研究成果はいうまでもなく、国内外の優れた成果を臨床応用する場として機能することを目指し
ている。研究資金としては、がんトランスレーショナル・リサーチ、橋渡し研究支援推進プログラム、橋渡し研究加速ネット
ワークプログラムをはじめとする外部資金の援助を受け、トランスレーショナル・リサーチや早期治験の実践に取り組んでい
る。医科研病院は組織を拡大しつつあり、2011年に脳腫瘍などに対する腫瘍溶解性ウイルス療法の臨床研究実施体制を整備
した。2012年には抗体・ワクチンセンターが活動を開始し、緩和医療科が設置された。2014年には所内に遺伝子・細胞治療
センター（CGCT: Center for Gene & Cell Therapy）が設置され、TR推進の連携体制が強化された。
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所長オフィス

⃝所長アドバイザー室
客員教授	 医学博士	 竹中　登一

⃝プロジェクトコーディネーター室
室長（兼務）	 医学博士	 武川　睦寛

⃝学術研究基盤支援室
室長／客員教授　医学博士	 今井　浩三

寄付研究部門・社会連携研究部門

　医科学研究所においては、基幹３部門と附置センター等に加えて、教育研究の進展及び充実を目的として、寄付金
により基礎的経費を賄う寄付研究部門が設置されている。また、公益性の高い共通課題について、共同研究を実施す
る民間機関等からの経費を活用して教育研究を行う社会連携研究部門が設置されている。寄付研究部門、社会連携研
究部門ともに、医科学研究所の専任教員が配置され、研究の多面的展開に貢献している。

⃝再生基礎医科学国際研究拠点寄付研究部門
特任教授	 医学博士	　　　　渡邉　すみ子

⃝RNA医科学社会連携研究部門
特任准教授	 理学博士	 高橋　理貴
特任講師	 農学博士　　　　今清水　正彦

⃝システム免疫学社会連携研究部門
特任准教授	 理学博士	 佐藤　毅史

⃝先端的再生医療社会連携研究部門

⃝国際先端医療社会連携研究部門
特任准教授	 医学博士　　　　湯地　晃一郎

⃝先端ゲノム医療の基盤研究寄付研究部門
特任准教授	 医学博士	 安井　寛　

⃝ALA先端医療学社会連携研究部門
特任教授	 医学博士	 谷　憲三朗
特任講師	 医学博士	 小原　洋志

共通施設等

⃝研究倫理支援室
室長（兼務）	 保健学博士	 武藤　香織　
特任准教授	 法学博士	 神里　彩子　

⃝図書室
室長（兼務）	 獣医学博士	 川口　寧　　

⃝写真室
室長（兼務）	 医学博士	 武川　睦寛　

⃝遺伝子組換え・微生物研究支援室
室長（兼務）	 獣医学博士	 川口　寧　　

⃝培地室
室長（兼務）	 薬学博士	 井上　純一郎

⃝ITサービス室
室長（兼務）	 医学博士	 武川　睦寛　

⃝動物センター
教授（兼務）	 農学博士	 甲斐　知恵子

⃝放射線管理室
室長（兼務）	 医学博士	 三宅　健介　

⃝IMSUT臨床フローサイトメトリー・ラボ
管理者（兼務）	 医学博士	 東條　有伸　

⃝利益相反アドバイザリー室
室長（兼務）	 医学博士	 田中　廣壽　

⃝顕微鏡コアラボラトリー
室長（兼務）	 医学博士	 武川　睦寛　

⃝知的財産室
室長（兼務）	 医学博士	 井上　純一郎

⃝安全衛生管理室
室長（兼務）	 医学博士	 三室　仁美　

⃝病理コアラボラトリー
Ⅰ室　室長（兼務）医学博士	 村上　善則　
Ⅱ室　室長（兼務）医学博士	 大田　泰徳　

⃝発生工学研究支援室
教授（兼務）	 医学博士	 吉田　進昭　
教授（兼務）	 農学博士	 甲斐　知恵子

技術室 室長：三宅　健介
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教育活動
　東京大学医科学研究所は、大学院制度を中心にした研究者の養成機関としても大きな実績をもち、医科学分野の研
究者を目指す若い人々に理想的な教育環境を提供している。各研究分野の教員は医学系、理学系、農学生命科学、薬
学系、工学系、情報理工学系、新領域創成科学、学際情報学府のいずれかの大学院研究科の協力教員として、大学院
生を受け入れている。特に「学融合」を追求して東京大学大学院に新設された新領域創成科学研究科のうち、メディ
カル情報生命専攻は、医科学研究所が協力することにより平成27年度に発足したものである。同専攻のうち４基幹
講座は白金台キャンパスにも研究室を持ち、医科学研究所との強い連携のもとで領域横断的な教育・研究を展開して
いる。医科学研究所の教育活動の特徴は、研究者を目指す大学院生を主な対象としていること、教員が研究室での個々
の研究指導を通じて若手の育成に専念できることにある。また、学生も教員も、多様な学問的背景と興味を持つ人々
が、研究室の垣根を越えて盛んに交流していることも、大きな特色であろう。これらの人的条件と、優れた研究環境
とを活かして以下に述べるような特色ある教育制度も機能している。
　医科学研究所独自の教育コースとして制度化されているものとしては、大学院セミナー、非医師大学院生に対する医
科学研究所附属病院での病院見学実習などがある。大学院セミナーは、大学院生を対象とした毎週のセミナーシリーズ
であり、年ごとにテーマを設定して全国から第一線の研究者を招待して開催される。履修は大学院医学系研究科の単位
として認められている。非医師大学院生に対する病院見学実習は、附属病院の施設を利用した実習で、特に倫理面にお
ける配慮などの授業と、トランスレーショナルリサーチに関する実習を強化している。
　情報科学についても、医科学研究所は恵まれた教育環境を有している。ヒトゲノム解析センターには、コンピュー
ター専門家が教職員としてそろっており、講習会が繰り返し開かれている。また、新領域創成科学研究科メディカル
情報生命専攻の講義は医科学研究所内でも聴講できる仕組みができている。その他に、頻繁に開かれる学友会セミナー
やインフォーマルなセミナーで、国内外の研究者から直接研究の進展を学ぶことができる。
　図書室は平日は９時から（土日は10時から）23時まで利用可能である。
　医科学研究所は学生の活発な研究活動を奨励し、意欲向上に資することを目的として、学生の優れた研究成果に対
して毎年、学生優秀論文賞を授与し、表彰している。

近代医科学記念館
　近代医科学記念館は、東京大学医科学研究所が、1892年（明治25年）に北里柴三郎博士らにより伝染病研究所（伝
研）として設立されてから半世紀以上にわたり、我が国の伝染病研究の中心として活躍した時代の貴重な歴史的資料
の保存と紹介をしている。当時の伝研は、ワクチン、抗血清など細菌学的製剤の最大の製造所として、また、伝染病
に対する医師・衛生行政関係者の教育や、細菌学的製剤の検定・認可を担当する機関として、伝染病研究・医療のあ
らゆる面に貢献していた。その後、抗生物質と衛生状態の改善により伝染病研究の重要性が薄れる時代を迎え、伝研
は先端医療の道へと舵を切り、1967年に医科学研究所として生まれ変わった。現在、感染症、がんその他の特定疾
患の学理の解明とその応用を目指して、ゲノム医療、細胞・遺伝子治療等の先端医療の開発・研究を行っている。
　緑に囲まれて佇む、伝研時代の厩舎を模したレンガ風の建物と未来をイメージさせるガラスの館とのコントラスト
は、医科学の過去から未来へと思いを馳せる安らぎの空間となっている。
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